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鈴木克哉 (北海道大 ･文 ･地域システム)
近年､日本の各地でニホンザルの分布が人里にまで拡大し､甚大化する農業被害問題は､ニ
ホンザルの保護管理を考える上で避けられない課題となっている｡本研究では青森県下北半島佐
井相に生息し､農業被害を発生させるニホンザル野生群 Y群を対象に､現在の土地利用の季節
変動を把捉することを目的とした｡これまでの調査でY群は8-9月には耕作地に､2-3月に
は人工草地 (牧草地)など人為的環境を集中的に利用することが分かっている｡そこで農作物収
種期以外の季節におけるY群の土地利用･行動の様子を明らかにすることを試みた｡調査は2000
年5月､7月､11月､12月､1月に行われた｡群れを捜索し発見した時点から､追跡しデータ
を収集した｡群れを連続追跡できた期間は5/7-16､ll/10-16､12/24-29､1/20･29である｡7月
は耕作地で食痕等の形跡が見られたものの群れを発見することができなかった｡調査の結果､群
れを追跡･観察できた上記の期間は特別に食物資源を人為的環境に依存するような土地利用は見
られなかった｡これまでの結果と総合すると､Y群は年間を通して行動圏では大きな変化は見ら
れず､非常に人里に密着した生活をしているが､土地利用では人為的環境に高い執着を示す季節
とそうではない季節がある｡これは森林の食物環境と密接に関係しているものと考えられる｡
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